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万円

会員企業単
・ ・

独による新製品・新技術を表彰

MF技術大賞は、応募代表者 (会員企業 )と共同応募者 (お客様 )による
ユニークな表彰制度ですが、お客様の製品は部品である事が多く、
お客様の発注先からの許可を得られず、応募に至らないケースが
多いと聞きます。そこで日本鍛圧機械工業会会員企業が単独で
応募できる「MF新技術賞｣ を前回から新設することとなりました。
技術的新規性が高く、環境対応性・省エネ性の高い高度な新製品・
新技術についても製造産業の「ものづくり総合力」の底上げを図る重要な要素であることから、
それらの鍛圧機械・技術を広く知らしめることを目指します。

2026-2027  METAL FORMING TECHNICAL GRAND PRIZE

■一般社団法人 日本鍛圧機械工業会

■一般社団法人 日本塑性加工学会　　　　■一般社団法人 日本鍛造協会
■一般社団法人 日本金属プレス工業協会　■一般社団法人 日本金型工業会

（順不同）

特別
協賛

主催

MF新技術賞のご案内
MF技術大賞 2026-2027



2026-2027

応募は日本鍛圧機械工業会会員であること。所定の応募書様式に記入し、日本鍛圧機械
工業会事務局に 2 部提出してくさい。
　※応募書類様式は日本鍛圧機械工業会ホームページ（会員ページ）よりダウンロード
　　できます。
　※応募様式の記入例もホームページに掲出します。

応募方法

❶予備審査部会において内容確認、評価・受賞候補の選考を行います。
❷予備審査の結果を受け選考委員会で最終選考を行い、理事会において承認し決定します。
　※書類審査のみでプレゼンテーションは行いません。

選考方法

MF新技術賞 応募要項

応募書類の提出先／お問い合わせ先

MF新技術賞は二つの部門で応募をお待ちします。
■MF新技術製品部門
　・新製品関連：1 号機が納品もしくは受注してから概ね4 年以内であり、従来機
　　種と比べて顕著な進化があること。
　・新工法・機構関連：自社の従来技術に比べて大幅な生産性アップ、工程短縮、
　　コストダウン、品質向上などがあること。
　・その他新技術関連：これまでに無い技術・製品について明確に解る様にアピール
　　すること。
■MF新技術環境部門
　・CN関連：自社の従来製品に対して大幅な電力の削減が実施できていること。
　・環境対応関連：例えばオイルなどの産業廃棄物排出が大幅に減量されること、
　　また機械稼働時における作業環境や作業者の安全が従来に比べ劇的に改善
　　されたこと。
　・その他環境技術関連：これまでに無い環境（作業環境も含む）技術について
　　明確に解る様にアピールすること。

※ いずれの部門においてもユニークで独創的な発想で従来技術を凌駕するもので
　 あること。あるいは、省力化・省人化に資するものであること。

製品部門と環境部門でそれぞれ表彰し、表彰盾と副賞として 10 万円を贈呈。
❶会長名で各応募者に通知するとともに、関係各紙に
ニュースリリースを発信し、日本　鍛圧機械工業会ホー
ムページおよび会報「METAL FORM」で公表します。

❷表彰盾および副賞は、2027 年の賀詞交歓会に併設する
MF技術大賞表彰式後に受賞者に送付します。

❸事務局にて受賞製品パネルを作成し、表彰式会場と
MF-TOKYO 2027 において展示します。

❹事務局にて受賞ステッカーを作成し、希望する受賞者
に贈呈します。

表彰内容

MF
新技術賞
2026-2027

一般社団法人
日本鍛圧機械工業会

新技術○○部門 受賞製品

製品名・型番

MF新技術賞

一般社団法人  日本鍛圧機械工業会

●電動サーボベンディングマシン EGB-eシリーズ

2024-2025
【新技術環境部門】
受賞製品

優位性・独創性・新規性などの概要
　従来はサーボと油圧のハイブリッド式が主流であった。最も需要のある 1300ｋN
クラスまで電動駆動を拡大するために、新たにベンディングマシン専用のサーボドラ
イブを独自開発。モーターに内蔵したクラッチ機構で減速比を切り替え、上部テーブ
ル移動時の高速モードと曲げ加工時の高トルクモードの２つのモードを１モーターで
実現。さらに、作業者支援機能を備えているため作業効率改善とスキルレスを実現し、
人材の早期戦力化も望める。

具体的な効果・アピールポイント
　電動化により年１回のオイル交換とオイル廃棄が不要。アイドリングストップ対
応により動作が一定時間ない場合、サーボ動力と照明を自動で OFF し、待機電力を
50％以上削減。また、角度センサー、自動金型交換装置、スマートオペレーション
など作業者支援機能と組み合わせ、曲げ作業工程における「段取り」「試し曲げ」「実
加工」の作業効率を大幅に改善。

■（株）アマダ

サーボと油圧のハイブリッド方式から、プレスブレーキの動作に
最適化された専用サーボモータの開発によりオイル使用量を大幅に
削減した事が評価された。また、突き当てモニター、曲げ角度セン

サー、シミュレーション、加工ガイダンスなどの各種表示機能や Y3 軸バック
ゲージ、金型自動交換装置、音声操作の導入などの作業者支援機能の充実が素
晴らしく、作業環境と安全性が大幅に向上している点も評価された。

応募対象
環境対応関連

新サーボドライブシステム
Before ハイブリッドドライブシステム

・従来はサーボと油圧のハイブリッド方式
　（電動化機種は 600ｋNクラスまで）
・定期的なオイル交換、オイル廃棄が必要

After 新サーボ・ドライブシステム

・クラッチ機構による減速比の切り替えで、高速、
高トルクの 2つのモードを 1モータで実現

・オイル使用量を約 90％削減

自動金型交換装置「ATC」

・ATCストッカーから金型を所定の位置に自動で
  設置、曲げ加工の生産性を最大化
・重い金型交換の危険作業から解放
・金型交換中はシャッターは自動開閉

MF新技術賞

一般社団法人  日本鍛圧機械工業会

●FLW-ENSISeシリーズ AI-TAS

●加工条件に応じた
　レーザビームプロファイル可変技術
（特許第 6764976 号）

2024-2025
【新技術製品部門】
受賞製品

優位性・独創性・新規性などの概要
　レーザ溶接ロボットでは高精度な継手位置決めが求められるため、板
金のリピート生産においては強固な治具を製作するか、人間による毎回
のティーチング補正が必要であった。本製品の新機能「AI-TAS」では、
10 万枚以上の溶接継手画像により AI モデルを構築しており、前例のな
い継手形状やランダムな 間誤差があっても「最も溶接点らしいポイン
ト」を確率的に指定することができる。溶接継手を多層 CNN 学習させ
る上ではトレーニング画像の品質が重要であり、バーチャル画像を適度
にミックスさせる手法を解明、効果的なモデル生成に限られたリソース
(CPU) での高速処理を実現した。
ユーザーによる「現場チューニング」や「AI 教育」は不要で、当社製
CAD/CAM ソフトウエア「VPSS 4ie」を併用すればプログラム生成から
現場補正までのティーチングレス化が可能になる。

具体的な効果・アピールポイント
FLW-ENSISe ソリューションは、ロボットモーション技術、レーザ

光技術、フィラーワイヤ加工技術、プログラム作成ソフトウエア、AI
技術の独自応用開発により溶接工程を自動化・省力化する。

レーザ溶接による工法転換とティーチングレス化は、同時に行うと溶接前後工程に変化をもたらし、特に前工程（治具）、後工程（仕上げ）
の著しい生産コストメリットをもたらすことを実績で確認している。また、仕上げ工程でのグラインダー研磨・研磨材・焼け取り薬剤
などを完全にカットすることが可能で、クリーンな溶接現場を提供することが出来る。

■（株）アマダ

　熟練技術者の確保・育成が困難な中、AI によるティーチン
グレス化が高く評価された。また、グラインダー仕上げを低
減とするなど現場作業者の労働負荷を軽減し、労働環境の改

善も実現している。作業工程削減による労働生産性を約 6倍も改善する
点も素晴らしい。

応募対象
新製品関連

MF新技術賞 2024-2025
受賞者・受賞製品

【新技術製品部門】
■（株）アマダ
　ファイバーレーザ溶接システム 
　 FLW-ENSISe シリーズ AI-TAS

【新技術環境部門】
■（株）アマダ
　電動サーボベンディングマシン 
　 EGB-e シリーズ




